
学び続ける教師に求められるコンピテンシー

一目 と と評価の一体化によ ・能力の考察一

加藤 明

ンシーは， ようと これ

ラムとしての

どのよう

しをも

ヽて明らかに

と

いて明らかにした。

／ピテンシーの開発，
ァ古•七い£ヽ：、可訂叩l功以,_ 

自 目

ワード

1 学び続ける教師に求められるコンビテンシーの

条件

力につし

がコンピテンシーで

次の 3

カの向上に役立つものであること。

イ 指導力及び評価力，授業改善力さら

カ，単元計画力といった授業づくり （顕在的カリ

ュラム） を構成するコンピテンシーにとどまら

ず，子ども宜士のコミュニケーションやコラボレ

コンピテンシー

ながら，

うとし¥r;にふ、9

り （潜在的カリキュラム） も

，ワ

もに

こと。

以上

ついて，

く学校教師に不可欠な能力•特性（コンピテンシィ）〉

1.一人前の社会人として

LO 

1. 1 

し， しつかりしているこ

ソナリティ
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人とし

2.0 子どもと

2. 1 子ども

2.2 

だりできるS

2.3 ~f ど

受できるC

2̀4 -fどもに軽視されたり，無視されたりし
なし

2.5 子どもとのスキンシップを深める方法を

くわきまえ，活用できる。

り']3
 

3.3 

3.4 

し，

を活用できるC

きる。

とー
して

してうまく指導できると同時

に，一人ひとりをうまく生かせる

4. l公平でえこひいきがなく，勢いの強い一部

の子どもに振り回されないだけの

性を

り
]-3 

4。2

4. 3 

せることができる。

4.4 

向かっ

るむ
只リ

れてし、な

く，子どもにとって「学校が楽し

い」というのは，勉強か分かる，できる以上に自分

のことを分かってく

ア の理由があること

づくり （顕在的カリキュフム， ．一

的カリキュラム）が教師のコンピテ
・ テ

さ

一人ひ

にとどま 子ども同士のコミュニケーションや

しながら，

一つの方向に

ロうとしヽったよりよしヽ人間

¥； （潜在的カリキュラム）

中ロッ ’"1t.)り、 IYJ'~ーと」の根拠はここに

あなさらに，このような学級づくりは，授

りを離れデ.;-ュ-+}ぶ-ぃ

号

ひとつが他の子どもがそ

の子を見るまなざしになってレイタント書カリキュ

ラム， ヒドゥン・カリキュラムと

雰囲気が形成されるのである。こ

りと学級づくり
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意義あ三之人としての教師、ミなざしこよって

9 1A :「）x, ¥ ： ・,/ r,＇’"I !｛, i'1. t1 1 9)、：＇l、 19'，~’ヽ

＼レイタぐ~ト・カ'-ヒュラニ，ヒドゥン・カリそ＿’ヘラム

級

三

く

り

・し•一一"~" ~ "＂^-］ 

して 基礎的t;''戸習・ -こ習慣つ；り （声 l章

i9 ] 学習芦尋要領に，、る教育晏歪の横占力構造，り学校）
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I 
目標

I 
学習指導要領

に告示

！ 

指導

1目標の実現をめこい-PJ匹千
岳し士アダ墨炉＾年1丑戸丑9』

I 

評価

目標の実現の確か

め

学力の3要素

（総則・学教漬） 指導要録の観点別学l習状況評価

具体的な目標 (objectives) の見直し 指導展開の修正 成果の確かめ

図2 学習指導要領による教育課程の縦断的構造

であること。」の根拠の一つでもある。これについて，

中教審答申では『学校や教師は指導の説明責任だけ

でなく，指導の結果責任も問われていることを前提

としつつ•.．』と示されているところである。 •I) 

このような行政的な裏付けにとどまらず，本来「学

校とは子どもが賢くなり，自信をつけるところでな

ければならない」のであり，そのためには指導力たけ

でなく，本当に子どもは賢くなっているのかについ

て確かめる評価力を身に付けなければならない。そ

して評価に基づいて必要なら教え直しやその後の指

導の軌道修正を図らなければならない。さらに指導

の成果が上がっていたとしても，その成果で十分な

のかの問いに答えるためには，学校の教育目標全般

にわたっての目配りをした上で目標を設定し，指導

を展開する必要がある。

このような現在の教師に求められるコンピテンシ

ーについて，前述の毅育課程の横断的構造を墳糸と

し，縦断的構造を縦糸として重ね合わせ，導き出した

コンピテンシーについて考察を進めていく。

2 学び続ける教師に求められるコンピテンシーと
は
前述の教育課程の横断的構造を，目標と指導と評

価の一｛本化といった縦断的構造からとらえ直して学

び続ける教師に求められるコンピテンシーを導き出

すと，まず授業づくり，学級づくり，そして学ぴ続け

る教師として身につけておくべき心構えと方法，さ

らに教育課程の成果を統合して実現をめざす育ちの

姿．つまり総則レベルの目標を実現するためのコン

ピテンシーの 4つのカテゴリーからのアプローチが

必要と考えられな

①教育課程の成果を統合してめざす目標を実現す

るためのコンピテンシー

これには学校として学習指導要領の総則に対応す

るめざす学びと育ちの姿があり，それを実現するこ

とが教師一人ひとりの指導の目標として明確に意識

されていること，さらにその実現のための方策が指

導展開及びカリキュラムにおいて明確になっている

こと等が必要である。しかしながら，これらが明確に

なり，それにもとづいて積極的で意識的，効果的な実

践が積み重ねられている学校及び実践例は残念なが

ら見当たらないのが現状であな

②授業づくりのコンピテンシー

これは各教科をはじめとして教育課程の 5本柱の

成果をあげるために必要なコンピテンシーであり，

授業設計の手順を，目標と指尊と評価の一体化から

とらえ直して導き出されたものである。教材研究を

もとに，目標を設定し，単元計画を作成した上で， 1

時間， 1時間の授業を臨機応変に展開し，その成果を

評価によって確かめるという単元を単位とする一連

の授業づくりを，コンビテンシーからとらえ直した

ものである。

ア教材研究カー授業づくりの基盤一

各教科・領域の理解に立って次の3つの視点から

単元の内容を明らかにする作業である。

・教える内容に精通すること（単元観）

・教える内容からみての目の前の子どもの実態に

精通すること（児童観•生徒観）

•これらをもとに指導の方針を立てること （指導

観）

換言すればこの単元を指導するに当たっての

・背伸ぴのさせどころ，考えさせどころ

・つまずきやすいところ，理解しにくいところ

，
 



るべきか，スモール。ステッ

+ 

，
 

~
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 y, 

イ 授業設計カー単元を単位とした指導の見通しを ウ 授業展開カー形成的評価を駆使しての臨機応変

立てること な指導の創造

した目標と他の目標と

目椋を構造化し，

(1) 

の知識や技能といったレディネスのチェ；；ク

的評価）とそれを補うプログラムの組み込五

(2) 

ゆさぶりとそれに続く

そして個性化を

ーとに重点をおいたノート

画

(5) ねらいにせま

とめと

(6) 

題

(7) 

，
 

，こ よるま

(8)要所，要所での小テストやノート

サイクルの形成的評価の時期と手立て

工 授業評価カ・改善カー単元末の形成的テストの

誤答分析に基づく効果的な補充指導及び指導のあり

方の見直し一

にし，その応口り上-•ジタJ ヽに"'
論理

ナ打、山1識鬱理

とらえ

'~ れ

れ

のバラ

コンピ

そし

えて，

lO 



り

ずきの分析からつまずかせなし

るこ

つまり，つま
:っコ
ノ

レヽa

～れに基

が

学

(8) 

ノーイ

と相まってこそ，

，ネ！J［、~＇，． J,

と手立て」

である。

ているほ

いった前提に立って，小テスト

短いフィードバックサイクルによ
しプ別角忍を碑がめたi，ゞら詣道吝屏間 lかけれ，，ギ

らな V.t.) Vノ‘

のとれた形成的テストによって，長しヽフィードバッ
マ•

てしヽなし＼

， 

いっ

にも誤

では形

のであ

ふ‘-91J -

とその

も，適用題を準備し

もってつまずきをなくすようしなければなら

なし＼c

このよ
レr斗℃
- i 

， 

かどうか，

られる-ク~’”

及びコラボレーショ

られてい

去‘“イ

「

③学級づくりのコンピテンシー

前述の「②授叢づくりのコンピテンシー」と同様

に，この学級づくりについても，目標と

) ̂ V9ナ＇"',_,‘士 Y o 

したがって，まずはこめにやらねばならないこと

は，どのような子

確にすること。そ

策をとること，そ

を麟しておくことである。

に「学級つくり・学校づくりのレベルi

嘩営力）」と題して次のようなコンl

き出したC 8) 

')5本柱による顕在的なカリキュラム7
吸づくりや学校づくり，生徒指溝等のt
リキュラム （レイタント・カリキュラム）

がら，全体と

して，
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どこ

それらの力がついているかどうかを，子ども自身の

振り返りや自己評価を軸に，教師の目，さ

の目を寄り

をめざしているC

え方に立って

改善していくことが求め

学び続ける教師としてのコンピテンシー

これまで述べてきた

あ
し
”
「
ば

拿技

め）

以上のよ

ア

と

・能力のI句上に

られる。

(1) 十分に時間をとっての自力解決か

展開（ヒントカード等を提示しすぎない）

(2) 自

かどう

(5)学んだ知識・技能・

を活用

(6) 

規準

段と

ィ 子ども，保護者，地域の人々とコミュニケーショ
ンを図るだけでなく，同僚ともコミュニケーシ

ンを図り，協働してよりよい教育をめざしている。

ウ 高い専門性たけでなく，豊かでバランスの取れ ある。

＼父母をはじめ地域の人々

人，教義人として檸敬されるよう

工虚心に自分を振り返り，あろべき自

の面目

と

これによっ

されるところで
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